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概 説

Introduction

有線交換機においては28年度において日 所作

壕工場で自動機器を製作納入した電々公社宇治山田,四

日市,広島南ならびに名古屋東の四局が開局好成績裡に

営業に入った｡29年度においてほ一宮電話局および肢阜

電話局用自動交換機を完成納入したがこの他特記すべき

ことは新機種新方式の開発である｡すなわち電々公社に

おいては我国の自動交換機に将来クロスバ←方式を採用

する方針であるが,日立製作所ではウェスターン方式に

よってクロスノ㍉-スイッチの試作を行い,これを用いた

40回線の小自動交換機を完成した｡またストロージャ

方式の20～50回線の小日動交換機を開発し,国鉄用自

動連接線装置を完成した｡

電話機においてはインジェクションモールドによる電

横ケ←スおよびハンドルを製作し,また新鋭ダイカス

ト機によるダイカスト部品の積極的採用により生産の合

理化を促進した｡また米軍の野戦用電話機を 多数三作し.

た｡

搬送通信機においては特に電力線搬送に新機軸をだL

プラグインパネル方式を採用するとともに装置の小型化

および価格の引下げをi 成した｡

無線機でほマイクロウエーブ通信装置の完成を見たこ

とほ特記すべきことであり,引つゞきさらに長距離用の

ものを製造中である｡また防衛け川無線機を多数製造し

た｡なお150Mcをはじめとする超短波周波数変 方式

の無線装置においても多くの性能的の改良および小型化

が行われ,多年にわたる斯界の地位をさらに強化した｡

有 線 通 信 装 置

Wire Telephone Equipment

換 械

Switchboards

軋本電信領 公社広島 お局話電 よび名古屋東電話局

に納入の作動交換機を製作完了したことは昨年度に報告

したが,両電話局とも連年の3月および5月に相ついで

開局し,その後良好なサービスを提供Lている｡

29年度は引 いて一宮電 局および岐阜電話局に納入

する自動交換機を完成した｡いずれも6号形ラインファ

インダ式で容量は3,000回線およぴ10,000回線である'｡

P･B･Ⅹ･用自動交換機としては国有 道千葉管理局に

第1図 広 島 面 白 動電

Fig.1.Hiroshima South

Exchange O伍ce

話交換局

Automatic

.企ゝ

第2図 広島 南 話交換局機械室

Fig.2.Machine Room at Hiroshima South

Automatic Exchange O抗ce

納入Lた500回線のものが29年初めより実用に入った｡

二れほ無紋巾継台を使用するので,このリレ【グルrフ

が附属し,かつ達接線装置などが設備されてかなり複雑

なものであるが,順 に働いている｡

最近の-一つの傾向として従来は手動~交換機を使用Lて

いたような′ト型の交換機まで首動化することが多くなつ

た｡この目的のために20～50回線程度の′J＼形日動交換
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第3図 AF▼50塑小自動交換機

(正面)

第4図 AF-50

(裏面)

Fig.3.Type AF-50UnitAuto- Fig.4･Type

matic Switchboard matic

(Front View) (Rear

機を仝継電器式あるいは回転形スイッチおよび上昇回転

形スイッチを使用したもので目的に応じて数種類製作し

､ネ_

手動交換機としては公社納入の市外交換機のほかに

P.B.X.用の交換機を各種生産したが,ステーションダ

イヤル用の40回線1号C共電式構内交換横も掛こつい

たっ このほか電力会社用

顆納入した｡

電指令台の特殊なものも数種

研究開発の主力はクロスバー交換方式であるが,28年

の末にクロスバースイッチの試作品を完成し,これを用

いた′ト自動交換機を29年1月に組立て終った｡これら

についモはその後あらゆる面から検討の上改良を続けて

いる｡性能的にはこの実周期も間近かになったと考えら

れる｡

小自動交換機

一般に小自動交換機には日本電信電話公社に納入L,

主として農村漁村などの公衆日動電話交換に供せられる

ものと,官庁会社などに納入して私設自動電話交換に供

せられるものとがある｡日立製作所は前者の′ト自動交換

機は従来より盤占これが製作に当り,29年産も数台納入

Lたが近時小容量私設自動電話美換機の需要の増加に鑑

みて,新たに多年の技術と経験とにより 50回線および

20回線の標準私設向′ト自動交換機を完成し,28年度製作

した20回長泉仝継電器式小自動交換機の改良型である30

回線全継電式′ト白乱交換機とともに,非常な好評をえて

し､るので以~Fその概要を紹介する｡

(1)AF¶50聖小目励交換機

第37巻 第1号

型バ､自動交換機 第5図 AF-20型/ト自動

交換機

AF-50UmitAuto- Fig.5.

Switchboard

View)

Type AF-20

Unit Automatic

Switchboard

第6囲

Fig.6.

HAR-4型小 自 動交換機

HAR-4Type Unit Automatic

Switchboard

内線50,局線10,接続回路8のロ←タリrラインフ

ノ･インダー式小自軌交換機であって,コンネクタにほ上
昇回転型スイヅチを位相している｡また信号電源にほ全

く新しい 想としてバイブレ←タが用いられて常用予備

ともコンパクトに組込まれ自動切換式となっている｡こ

れらの装置ほすべて美 なる鉄製防塵ケトス(1,685×

1,150×833mm)に収納されているので軌単にどこにで

も設置されるのみならず,正面外部には監視用ランプが

取付けられていて非常障碍の場合には別に添付される電

鈴と協同動作して警報を発するので保守もまたきわめて
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第7図 操作函(HAR-4

Fig.7.Attendant Box

Unit Automatic

型′ト自動交換機用)

(for Type HAR-4

Switchboard)

容易である｡

第3図および第4図はその外観を示す｡

(2)AF-20型小甘動交換機

内線20,局線10,接続回路2のロータリラインファ

インダ式のものでコンネクタにもまたロ←ダリスイッチ

を使用している｡機能,特色とも前記AF-50型とほゞ

同じであるが装置全体はさらに小型化され1,200×700×

350mm の 製防塵ケースに収納されている｡第5図ほ

その外観を示す｡

(3)HAR-4型小首動交換機(東京都庁納)

内線30,局線3,接続回路3の∃ 器電継全 換交動白＼.

機であって,継電器ほ平型と水平型とを適宜使い分け,

また実装はユニッ1､タイプとしてあるので取付け取外し

および点換に便利である｡この交換機は局線接続に際し

簡単な操作函を設備L一般の局線巾継台よりほるかに容

易に局欄との接続操作が行えるようになっている｡第`

図ほ本小自動交換機を第7囲は附脚襲作函を京す｡

クロスバー式小自動交換機

日立製作所でほ昭和15jFに日 で始めてのクロスバ

ースイッチを試作したが,さらに研究を進め昭和29一年

初頭に新 想の20垂檀路,10水~中略のクロスバースイ

リチを完成Lたので,これを利川Lた小1~'Ⅰ勘定 機を階

和29年1月に試作Lた｡小｢'ト動~碁敵機は従来より村落川

無人局として採用されつゝあったが,ストロ←ジャスイ

ヅチに化し安定度の高いクーユスバ←スイリチを植村する

ことによってさらに一今後発展するものとイ｣トピられる｡

今回試作したクーコスパー式小日断交換機の概略は下記

のとおりである｡この交換機ほ第8圃に示すよ 鉄に
)ヘノ

の函の巾に収容し防輿を考慮し,加入者く･rま容量100回線

実装40匝J練を収容し,直 48V電源により動作する｡

その中継フィ式は第9図に示すとおりで,クロスノ㍉-スイ

ソチ2菌を加入者用とLてその垂直列に加入 を収容

し,7k平列に接続回路を接続する｡発信加入者は加入者

クロスバ←スイーソチを経て,接続回路に接続され,こゝ

から発せられるダイヤル音を性臥､て被呼加入者番号のダ

イヤルを行う.,2桁のダイヤルインパルスが接続回路を

第8図

Fig.8.

クロスバ←式/ト自動交換機外観図

GeneralVjew of Crossbar System

RuralAutomatic Switchboard

第9図

Fig.9.

〝皿人竜〟

クロスバ式/j､自動左傾機中継方式図

Trunking Diagram of Crossbar

System RuralAutomatic Switch-

board

経てレジスタ回路で計数蓄積され,これがマ←カに伝え

られてマーカが碑乎者をチエ･ソクする｡被呼者が話中で

なければその属するクロスバースイッチおよび入り--継回

路のクロスバースイ･ソチが憧れ､て,脚乎者を接

つなぎ,接続回路よ申年‖信号が送られる｡このように

レジスタは加入者がダイヤル■~いのみ,またマーカはがイ
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ヤル終了後の被呼者チェックまでの暫時のみ使われて復

旧する｡被呼者が応答し両加入者が通話に入り,後に両

加入者が通話をやめればクロスバ←スイッチは復旧す

る｡またこの交換機では親局接続用として5回線の代表

番号加入回線を持っている｡また接続回路は10回路,

レジスタ回路は2回路,マ←カ回路も2回路を右してい

る｡

上述したように一応共通制御式の小自動交換機を試作

したが,今後も電々公社をはじめ諸々の方の御指導を受

けて日東に最もふさわしい形のクロスバー式′ト自動交換

機を発展させて行く所存である｡

60回線無紐式給電指令台

この指令台は関西電力京都給電所の電力系統用の指令

に使用するために製作されたものである｡

構造は幅500mm,高さ750mm,奥行1,000mmの

卓子型のものであって,これらに使用する木部の材質は

そりおよび狂ひのない桜合板(ランバー･コア)が使用

されている∴第10図ほその正面を京したものである｡

この指令台の操作ほ,電鍵方式によるいわゆる無紐式

指令台であって,3台複式に連結して使用されている｡

収容回線は自動式回線7,磁石式回線53,および接続

回路1で大略下記の機能を右している｡

(A)自動式回線,磁石式回線ともに応答,呼出の操

作が可能であり,かつ相互接続が容易に行われる｡

(B)磁石式回線は必要により箇別,群別,一斉の呼

出指令が可能である｡

(C)長距離通話,一斉指令の際多数の電話機が接続

されるため必要に応じ強力電話(増幅器付電話)

に切換使用しえられる｡

(D)指令回路の系統,操作および機能ほ大略つぎの

通りである｡

(i)系 蒸充

応答電 および薗別釦による任意回線の選別

群呼出釦による群選別(10回線を1群とする)

1号

第10図 60回線無紐式給電指令台

Fig.10.60Lines Cordless Dispatching

Desk

C.一斉呼出釦による全系統選別

(ii)操作および機能

a.発令 一斉指令の場合 一斉指令釦 押下

群指令の場合 群別指令釦 押下

箇別指令の場合 所要の応答電鍵を倒し

かつ箇別釦押下

以上おのおのに応じ操作後,一斉

し,信号を送る｡

号電鍵を操作

b.応答 受令者応答し,確認信号が到来すれば呼

出ランプ点火によりこれを表京する｡

C.待期 すべての受令者が応答するまでの問,応

答した受合着に対して待機普(1,000c/S

連続音)を送出する｡

d.通話 受令者が全部応答すれば一斉通話電鍵を

倒し指令を行う｡

e.終了 指令終了すれば終了した旨をつげ-一斉通

話電鍵を復旧すると1,000c/S断続

第11図 20回線無紐式交換装置

Fig.11.20Lines Cordless Switchboard

到来音が10～15秒間送出される｡この間

に確認信号が受令者より到来すれば再び

呼出ランプ点火し,これを表示し10～15

秒後に自動的に復旧する｡

20回線無紐式交換装置

本装置i弔ヒ陸電力神通川第1給電所の

保安回線の電話交換ならびに負荷電圧の

制御に使用するた捌こ製作したものであ

る｡この装置は幅1,200mm,高さ760

mm,奥行800mmの耐熱性デコラ合板

を使用した事務机2台と,幅550mm,

高さ760m町,奥行800mm の鋼板製

制御台よりなっている｡

収容回線は磁石式回線7,共電式回線

5,日動式回線2であり,それぞれ応答,
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第12図

40回線1号C共ノ竃式

構内交換機

Fig.12.

40 Lines No.1-C

C.B.PBX Switch-

board

呼出の操作ができる｡また2回路の接

回線相互の通話が可能である｡

第Il図はその正面図である｡

P.B.X.用手動交換機

(1)40回線

回路を通して各

1号C共電式構内交換桂

この交換機は磁石式,共電式,自動式のいずれの局に

対しても使用しえられる単式共電式構内交換機であつ

て,従来 用されてきた40LトA,40LトB共電式安

換機の長所をとった改良型でポヂションダイヤル方式と

ステーションダイヤル方式の両横能を右しており,電々

公社の法規により定められた指定標準品である｡

この交換機の外観実装は第12図の通りで,従来のもの

とほとんど変りがないが,その動作機能は全く改良され

ており使用者にとってはきわめて便利になっている｡

この交換機の仕様および機能の概略はつぎの通りであ

る｡

筐 体1台2パネル1座席 単式

材料仕上 桜および桂材,電々公社指定色(淡

橙色)

(C)容量および実

名

局

称 トCA型

線

継電器式内線

無継電器式内線

接 続 紐

そ の 他

(D)機能概略

動作電圧.‥‥.

線路抵抗

8:4

5:5

35:15

10:6

1式

1【CB型

8:5

5:5

35:25

10:8

1式

.24V

共電式局局線…………800nまで

A型自動局局線……….1,000良まで

磁石式局局線.‥‖…‥1,000nまで

H型自動 局線……….1,200Qまで

継電器式内線…‥
‖‥400Qまで

無継電器式内線…………200nまで

(iii)ステ←ションダイヤルおよびポジションダイヤ

ルの両機能を右する｡

(iv)いずれの方式の局にも一部の布線替で使用しう

る｡その他電々公社技術規準に定められた各種機

能を右している｡

(2)自動交換機尉附属右紐式り--継台(非接続装置付)

この中継台ほ公衆電気通信法第106条に規定された専

用線を構内交換機に収容した場合に使用しうる非接続装

置付右純式巾継台であって,一般の小継台と外観構造ほ

ほとんど同じであるが,異るところは第13図のジャック

面に示すように一般用ジャック(49号型ジャック)の下

部にヲ巨接妄用ジヤ･ソク(92号 であって49号丑はり口

径が小さいもの)が重ねられており,その他ヲ 巨接i用に

使用する接続紐のプラグほ110号プラグより細い109号

プラグが使用されている｡

なお第13図は内線50回線,専用線1回線,一般接続

紐10対,非接続用2対のものであるが,御希望により各

種のものも製作可能である｡

(3)100回線磁石式複式交換機

この交換機ほ1台6パネル3座席型の100回線磁石式

複式交換機であって,鉄道または鉱山など保安用通信設

備に適したものである｡第14園の写真ほその外観構造を

第13図

有紐式 中継 台

(非接続装置付)

Fig.13.

Attendant Board for

PAX

第14睦1100回線磁石式複式交換機

Fig.14.100Lines Magneto Switchboard
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嘉したもので,正面下段よりロ→-カルジャック,呼出複

式ジャック,内線中

云器を示したものである｡

を示せば

(A) 容量および実

(名 称)

内 練

継 練

接 線

続 紐

扱者電話回路

そ の 他

機能特長

別の表示器および終諸表

つぎに概略の仕

(容量実装)

60:60

10:10

30:30

12:12

1:1

1式

および機能

呼出複式

呼出複式

呼出複式

各席

各席

接続紐の分割通話が可能である｡

扱者電話回路ほ4号型に準じているので通話能

率がよい｡

呼出複式方式であるので取扱が容易である｡

回路が簡単であるので故障が少ない｡

保守が容易である｡

日本国有鉄道公社千葉納500回線自動交換機

木私設自動交換機ほストロージャ,ラインスイッチ式

で,普通加入者500回線,連接加入者20回線および中

継視60回線を収容し,搭載方法は50号形である∴本交

換機の特長ほコンネクタとしてほすべてレギュラ,オフ

ァリング兼用コンネクタを,中継台としては無紐式中継

台を使用し,また普通単独加入者回線のほかに新方式の

l~二1動連接電話回線を収容していることである｡

第15図

Fig.15.

国鉄干葉純白劃宝｣莫櫻コン才･クク群

Connector Group of Automatic

Exchange for Chiba O魚ce

第37巻 第1号

すなわち本局は東京,銚子などへの60回線の中継練

を才苛っているので中継台よりの市外通話妻妾続の能率を上

げるために割込機㌍を附加したレギュラ,オフ7リング

兼用コンネクタを使用している｡

第16図

Fig.16.

国鉄千葉納 無紐 中 継 台

Cordless Attendant Boards

for Chiba O瓜ce

第17回 国鉄千葉納連接電話中央

Fig.17.CentralEquipment of Party

Line System for Chiba O丘ce

第18図

Fig.18.

国鉄千葉納連接電話宅内装置

Subscriber Set of Party Line

System for Chiba Ofhce
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無紐式巾継台は5座席で,1座席当り10回路の接

回路を持ち,また従来のインパルスセンダでは,ボタン

を押してから3ないし6秒間数字の送出される間他から

の呼出があってもその方の操作を行うことが不可能であ

ったが,今回のものは,ボタンを押Lて市ちに他の操作

が行えるように改良されているLつ

本局に納入した20回線の【二l動連接電話方式でほ,一

連接回線に最大8加入者を収容することができるが,現

用回線は19回線64加入者で千 市を｢トトに半径約40

km以下の駅間連絡線に適用されている｡加入者選択は

放電管および 器の麺性を利用して被呼加入者だけが

呼出信号を受けるいわゆる完全選別方式で,連接電話加

入者の取扱いも甘動単独加入者の場合と全く同株であ

る｡また連接加入告の宅｢勺装掛こは回線の空塞表示が付

いているので同一迎接回肘ご同時発仁が行われることは

ほとんどない｡若し同▼-･回線の通接加入者が相互通話を

しているとき,必要あれほ中継台より割込適

ともできる｡

話

TelepI10ne Sets

機

をするこ

昭和29年度において日立製作併でほ口述電信 話公

社標準4号型電話機の品質をいつそう安定させることが

第19図

Fig.19.

第20凶

Fig.20.

インジュクションモトールド製送受器

Injection Molded Tclephone

Handset

防塵カバナをつけた改良4号ダイヤル

IlnPrOVed No.4Dialwith Plastic

Dust Cover

ーー141

できた｡

←ルド,

た量産 設

置 141

さらに日二､'f∵製作所が誇るインジェクション･モ

ダイカスト技術を駆使して,従来行いえなか/)

計の 川化を行った｡

まずインジェクション･キトルドによる送受器の製作

は世界でも例の少い腫功であり,またギヤナのナイロン･

モールド化,およびケ←スのダイカス1､化によるダイヤ

ルの改良を完成しえた｡

一方日永電信電話公社における新型磁石

定に応じて34号磁石式電話機を

電話楼の制

用化L,さらに強力

な発電機を有するHM-2磁石式電話機を製作した｡

つぎに多年にわたって量産技術を培ってきた甲斐あつ

て,米軍より携帯電 機EE-8-B を大量に受 した｡

自動式電話機の改良

電話機ハウジングほすでにインジェクション/･-モ∵-ル

ドで製造されているが,送受器ほその構造からしてイン

ジェクション･モールドで製造することは困難とされ,

わずかに米国にその･一例を見るだけであったが,日立製

作所でほ苦心研究の結果ついにインジェクション▲モヒ

ルドにエる送受器の設計製造に成功した｡

新製品は酪醗酵セルローズを使用L,手に握る部分ほ

1~い空とした｡茸量ほ従来品の約225gに比し,わずかに

130g に過ぎず,Lかも強敵で,落Lても容易

ないのが特 である｡従来の送受

話するのに適Lなかったが,新型

ったので,長時間

は重過ぎて

に 摘

時間適

受器ほ蚕量が軽くな

用に適している｡

4号ダイヤルは昭和25年に実用化されて以

重ねてきたが,なお若1二の本質的問題を

改善を

していた｡口

立製作所でほこれらの問題と取組み,ついに解決に成功

t/た｡改良された新L.いがイヤルはつぎの特長を右する()

(1)スチリク防止

4号ダイヤルは回転盤せ健几て放したとき円滑に回転

しないことがある｡これほガバナを増達するためにウォ

ーム･ホイ←ルからウォ･-ムを駆動する機番 を用いてお

り,この微妙な機構の摩擦が増大Lた場合に生ずる｡

潤滑油の摩擦係数が 時変化するのを避けるため,潤

渦油を用いないでナイロン･モ←ルド製ウォ←ム･ホイ

ールを採用し,スチック防止の目的を果した｡

(2)速 変化の防止

潤滑油の粘度変化により速度が変化することがわかつ

たので, 明､こ として粘度 化の少い潤澗了由の研究

が行われたが,結局上記無潤滑ウオーームの佐相により同

時に解決がついた｡

(3)防塵 造

ダイヤルの去~面からも 挨が浸入せぬよう,完全な防

構造とLた｡前面の防塵カバーは金属 で背後のカバ

ーほ合成樹脂のインジェクション･モ←ルド製である｡
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第21図

34号磁石式電話機

(壁掛に組立てた

もの)

Fig.21.

No.34Magneto

Telephone

Assembled

WallType

第22図

34号磁石式 話機

(卓上に租立てた

もの)

Fig.22.

No.34Magneto

Telephone Set

Assembled as

Desk Type

ケースのダイカスト化

度の向上と均一性の向上の目的でダイヤル･

ースをダイカストにした｡

磁石式電話機

(1)別号磁石式電話機

臼水電信電話公社新制定の標準型磁石式電話機であつ

て,従来の3号型に代るものである｡すなわち電話機本

体ほ在来の3号型と同じで,これに4号送受器を組合せ

電気音響特性の改善を試みたものであってつぎの特長を

有する｡

(i) 送,受話器の感度および感度の周波数特性がよ

く,伝送周波帯が3号よりいちじるしく拡張され

たので,通話の明瞭度が非常に改善された｡

(ii)一つの電話機で壁掛用にも卓上用にもなる｡こ

第1表 各 棒磁 石 式 電 話 機 規 格

Tablel.Regulations for Magneto Tele-

phones

試 験 項 目

送話器

受話器

3号磁石式.憲法!忍苦意
威 圧(db)-60以上

戚 度 偏 差(db)■ (13)

動 抵 抗(立)l40～90

…威 度(db)55以上

l威度偏差(db)!(40)

電 鈴

発電壊

い1 路

インピーダンス(【2) (160)

い吉 逮(P)i75 以上

力(W).1.2以_ヒ

放 電 庄(Ⅴ)!60以上

送話減衰量(db)

受話減衰主達(db)

例昔減衰:故(db)

5.0以下

4.0以下

25以上

-57以上

10 以下

20-60

60 以上

10 以下

120-180

75 以上

1.2以上

60以上

5.0以下

4.0以下

25以上

一57以下

10 以下

20一′60

60 以上

10｣以下

120～180

75以上

2.5以上

100以上

5.0以下

4,0以下

25以上

れは磁石式電

評 第37巻 第1号

機のように割合に需要が限られて

いる場合には保守面で便利である｡

(2)HM-2磁石式電話機

34号と同様に壁軌卓上いずれにもなる本体を用い,

4号送受器を使用Lた新い､磁石式電話機であるが,こ

の塾ではさらに発電機を強力なものとし,長距離通話に

適するようにしてある｡

すなわち

(i)送,受話器の 度,周波数特性を改善し,肉声

そのままの明瞭な通話を可能にした｡

一つの電話機で壁掛にも｣享上にもなる｡

発電機はAl-NトCo系の永久磁石を用い,正常

回転で 2.5W以上の出力がでる強力なものであ

り,長距離通話川に適する｡

雅 送 通 信 装 置

Carrier-Current Communications

Equipment

29年度における搬 通有一機の進歩は著しく,特に日立

製作所においては電力線搬送電話装置に新機軸を出し

た｡すなわち従来の片面実装方式,両面実装方式を脱却

して,立体配置のプラグイン式パネル方式を

置の小型化を

用し,装

るとともに価格の引下げを達成した｡

29年度に完成された機種のおもなものは,給電指令用

電力線搬送電話装置としてPH--2型,PH-3彗L PH-4

型,イ 用電力線搬送電話乙 置 としてPF-4彗!,4適

話路電力線搬送電話装置としてPJu41型などがある｡

PH-2型は29年度完成されたPHrl型の改良 でPH

【1型カミ2架構成であったものを1架構成に改良した｡

PH-3さ軋 PH-4型は小型プラグインパネル式のSSB方

式で,しかも完全同期を保てる斬新なものである｡

PF-4型ほやほり小型実装の乙装帯として最高の性能

を保有する装置である｡

PJ-42型は電話4通話路をその電源装置とともに1架

に収容したもので,従来の4架または3架構成のものに

比しその進歩ほ謬棋郁勺である｡本装置において小

の真価が遺憾なく発

概略を紹介する｡

実装

された｡以下おもなる機種につき

PII一 型給電指令用電力線搬送電話装置

本装置ほ一系統に数箇所の発変電所,開閉所,給電指令

所などが加入し,これらに対し給電指令を行うことを専

用にするもので,通話は2周波転換同時送受諸方式で一

斉総菜大10端局が加入し,いずれの端局からも任意の端

局を選別呼出しを行なって通話するのみならず一斉指令

の伝達,他の磁石式電話機への交換,割込通話,聴話な

どが可能である｡PH-2型i･ま,東北電力その他に約30端



通

局納入し優秀な成績で運転しているPH-1型を極力小

化し標準 架2架であったものを同じ性能を保持して1

架にLたもので,東北電力新 電気局へ6端局納入L

装 143

た｡本装置は第23図の回線構成の一例に示すごとく指令

電話機(第別図),送受信架(第25図),練端架(第2`図)

より給 指令用搬送電話回線を構成する｡

PH-3,4型ほPH-2型をさらに
尻ど

ご買端居へ

どr 竃三吉♂β′

←者J計焦ケー｢ル

｣局内ケーブル

市内電話ナ一つ)し
または架空裸綿
侵悌壱式)

"信帥■

弼
頂轡

眉瞞日下

…
姶
柁

電飾
今 娘

礪
架

柏
右
電
詣

第23図

Fig.23.

J買止器ノ冒へ

竜三缶〃′

一節‥聞‥間

冒指貫ノヰ

｢支恵一

l

β′

:指令竜三吉

PH型給電指令円

渡
文
信
架

絹
蟻
架

J胃p岩冒へ J胃腸局へ

(〔r
竜三畠√F′ 霞言孟/7■′

(:r

指令石亦占

詰竜三孟

市内電話ケーブル
または架空裸婦
(イ絹式)

砲
石
電
話

■-｣

や詰指電

力線搬送電話凹線構成の一例

An Example of Dispatcher Telephone

Circuit by the PH Carrier System

第25図

送≡受 信 架 装 置

(PH-2型)

Fig.25.

Transmission and

Reception Apparatus

Of the PH-2 Carrier

System

∵
･
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〔
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川
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第26図

繰 端 架 装 置

Fig.26.

TerminalRepeater of

thePH-2CarrierSys-

tem

〃U

β

相
石
貰
詣

指
令
電
詣

石碁石電話

改良し外観ほ第27図に京すごとく

装置全体を′巨型化し,各盤はプラ

グイン式としてすべて前面より操

rrr三できる構造になっているので壁

第24図

Fig.24.

第27図

送 受 信 架

(PH-一3型)

Fig.27.

Transmission andRe-

CeptlOn Apparatus of

thePHL3CarrierSys-

tem

婚 令 電 話 機

Dispatcher Telephone

Set of the PH-3,4

Carrier System

第28図

PJ-42型通話路

搬送電話装置

力繰

Fig.28.

PJ-42 4,Channel

Power Line Carrier

Telephone
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面に密着して設置でき施設の経済化ならびに保守の利便

を考慮している｡

この装置ほ搬送波阻止片側帯波伝 方式で副搬送波を

送出し自動利得調整を行うとともに復調用副搬送波とし

て利用し完全同期を行なっている｡また圧縮器,伸長器

を備え信号対雑音比を改善している｡これら装置の性能

は第2表のごとくである｡第29図はPH-3,4 の回路

構成ならびにレベルダイヤである｡

本装置は東北電力,巾部電力に約10端局納入し給電

指令通話に威力を発揮している｡

PJ･42型電力線手張送装置

本装置は二電変調SSB方式による主幹線描電力線搬

送装置であり,トールダイヤル式3通

信号式1

路およぴ1,000へノ

話路を電源盤とも,高さ2,750mm,幅520

mmの標準鉄架一乗に実 している｡第28図は水装置の

写真である｡この装置の特長はコンパンダrを利用して

S./Nの向上を計り副搬送波をパイロットとする完全同期

方式を 用,またその一般構造をいわゆるプラグイン･

パネルの使片jにより小型化し,動作状態のまゝ盤ごとに

取外して修理点検可能としたことである｡

■~1｢

こ:′＼
β円】

第 2 表 給

第37巻 第1号

指令電力線搬送電話装置一覧表

Table2.Speci丘cationsofPowerLineCarrier

Telephone Equipment

装 置 名

通 話 路 数

搬送波揖力

許容線路温柴

通話帯域(～)

対 向 損 失

信号変調周漕数

自動ベル調整

試 験 装 置

部入電話璃

構
電
退
源
使
用
真
空
管 そ の 他

Pfト2聖

1

BSB

lOW

60db

300～2,300

425､170∩し

間隔7穫:鮫

±20dbの変化
に対し
圧縮率15%以内

PII-3型

1

SSB

lOW

60db

300～2,100

425～170へノ

PH-4塑

60db

300-2,100

425′-170′~し

間隔10種≧駁l間隔10種類

±20dbの変化
に対し
圧縮率15%以内

+20 dbの変
に対し
圧縮率15%以内
レベル

振器白
測定器発
蔵

指令用特殊電話器麿令用特殊電話翠指令用特殊電話蕃

高275cm
隔 52cm

標準鉄柴1架

A.C.200V

600VA

GT管

高230cm ;高230cm

幅 52cm =栢 52cm

標準鉄琴1琴≡標準鉄琴_1梁_
A.C.200V IA.C.200V

800VA ;800VA
l----

ミニアチュア管 ミニアチュア管

圧縮器伸長器使用圧縮器伸長器使用

+イ/

絹詣

l
､
■

ヽll

第29図

Fig.29.

PH-3,4型電力線搬送 話裳置略側路ならびにレベルダイヤグラム

Schematic Circuit Diagram and LevelDiagram of the Type

PH-3,4Carrier System



信 装 置 145

装置の仕様概要づぎの通り｡

伝送 方式

信号方式

出力レベル

レベル

通 話､帯域

通話 当量

残留損失偏差

自費斥IJ得

雑

整

昔

搬送波担止単側帯波伝送同時送受

話方式

I-ルダイヤル式の3通話路は帯

域外二周波(2.55kc,2.65kc)に

よるダイヤル呼出し(たゞし容易

に磁石式,共電式に切換可能),

1,000〔∪信号式1通話路ほ1,000〔∪

による 号呼｢上1しとする｡

装置最大出力………… 48db

通話路田力……‥35db/CH

標準‥‥‥‥‥‥..-10db/CH

トールダイヤル式通話路

300～2,300′し

1,000〔∪信号式通話路

300～1,700へノ

1,000〔∪において 標準 -8db

通話帯域内において 5db以下

副搬送波を監視電流とし標準入力

レベル ±10db に対して圧縮率

15%以内

標準レベル調整状態において装置

内雑音-60db以下

なお水芸置の1,000〔し信号式通話路ほ容易にテレメー

タ8量の伝送路として切換使用しうるものである｡

PF-4型電力線搬送電話装置

最近電力線搬送装置の普及発展に伴い占有床面積の猿

_∵

ー〟

少と,施設の経済化を計るために,搬送装置の小型化が

重要視されてきた｡本装置は特殊小型実装方式を最∃那こ

採用した装置で,その大きさほ従来の実装方式のものと

比薮して1/3～1｡/4 くらいに′ト型化されている｡さらに

各盤がプラグイン式ですべて前面より操作できるので,

きわめて保守が容易である｡本装置の外観を第30図に示

す｡

禾装置は線路損失が使用周波数において40db以下の

電力線を使用して,発,変電所間保線用,給電用,発,

変電所工事用通信回線などに使用することができる｡そ

の性能概要はつぎの通りである｡

許容線路損失…･使用周波数において40db以下

通話路数……………………一通話路

第30図

Fig.30.

PF-4型電力線搬送電話装置

Type PF-4Power Line Carrier

Telephone Sets

♂

ーノ汐

･+//

一刀

第31図

Pf｣4型 力線搬送電話装置

略回路ならびにレベルダイヤ

グ■ラム

Fig.31.

Schematic Circuit Dia.

gram and LevelDiagram

Of the PF-4 Carrier

System



146 昭和30年1月 日 立 評 第37巻 第1号

伝送方

変調卜方

信号方

受信方

発振方

出

残留 損

通話帯

式∴….澱送波送出両側帯渡伝送方式

式 格子変調方式(標準変調度40%)

式 可聴周波符号呼出ならびに音声ス

ピーカー呼出

式‖………‥.超ヘテロダイソ方式

式………………‥水晶制御方式

力 +20db第31図にレベルダイヤグ

ラムを京す｡

失…‥.

域.‥

.8db

.‖300-2,300へ′

使用真空管….通信用MT管19MR9 4本

19RPl15:本

自動利得調整 標準入力±10dbの変動に対し圧

縮率20%以下

昔比……….標準状態で50db以上

源 A.C.200V叫50へ′または60′､

整流電源自蔵

電力消費量……………………..75VA

MT2301型23通話路PT北端居装置

本装置はマイクロウエーブ送受信機と組合せて多重通

信に利用されるもので,構造は第32医往こ示すごとく電源

部も含めて送受信端局装置が,高さ2,750mn,幅520

ヨmの標準鉄架一架に納められ,使用真空管ほすべて

MT管である｡通話路当りの真空管数は 6.5木であり

通話路ごとのユニッ下はプラグイン構造を持ち,互換が

可能である｡主要演柊はつぎの通りである｡

音声入出力インピーダンス‥..…･平衡600日

伝送帯域‥....

涛32図

MT-2301型23通話路

PTM端局装置外観

Fig.32.

Front View of Type

MTL2301 23LChannel

PTMTerminalEquip･

ment

.0.3～3kc

音声入出力レベル……….標準入力 ー4dbm

最大出力 +6dbm

致留損失偏差1kcを基準にして正側3db以内

負側1db以内

漏話減衰量‥‥‥‥.
…‥60db以上

信号対雑音比…………………,60db以上

高調波歪……‥ 標準変調時-30db以下

過負荷J特性 過変調防止のためリ

入力レベルー4db と

ツタを有し
+10dbの

問に対する出力レベルは6db以

内に納まる｡

標本化周波数‥

分 割 数‥

パ ル ス 幅.‥‥....

‥8kc

‥24

‥0.5/jS

同 期方式………………2太パルス同期

変 調….. 最大 ±1.5/上S

標準 ±0.8/JS

パルス入出力電圧‥‖……………… +3V

無 線 通 信 装 置

Radio Communication Equipment

昭和29年度における無線機生産に注目すべきものは

マイクロ波通信装置の生産がはじめておこなわれたこと

ゝ,防衛庁用の無線機が多数生産せられたことである｡

また同時に従来生産せられていた超短波周波数変調方

式の無線装置においても各種の改良が行われ,多年にわ

たる斯界におけるリーダ←シップをさらに強固なものと

した｡

29年度においてはじめて生産の行われたマイクロ波通

装置ほ送信管と受信機の局発管とを共用する簡易型の

ものであるが,局地通信用装置として特長を有し将来多

くの需要を産むものと考えている｡これとほ別箇に長距

離通信用マイクロ波通

予≡≡となっている｡

装置の試作も終り別途発表する

庁用無限機も量産態努がとゝのい防 生産に対し

ても万全の策を講じた｡

また従来より多数生産を行っていた150McVHF-FM

無線装置もウォ←キトトーキ←を始め 50W型,25W

型,10W塾の新型を完成し地方自治体,電力会社,電

鉄会社などに多数納入し斯界をリードしている｡

SI∃M-252塾

SEM-253型
150M:e-FM:無線電話装置

さきに製作されたPF-121型,P下し112型およぴPM

-111型150Mc-FM無線電話装置は官公庁,民間会社

その他において重要な神経系統として活躍しているが,

日立製作所では新しい型の150Mc帯FM無線電話装
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置としてSEML251塾25W移動嗣装置およびSEF-

501塾50W固定用装置を標準化して神奈川県庁,東北

九横浜市警などへ大量に納入し,好評をえて現在も

量産を続けている｡

また150Mc帯FM無線機SEM-252塾,SEM-253

塑装置は使周上の要求から送受信機部と電源部を別箇の

筐体内に収容した新 で,電気的性能はSEM-251塑と

同等の高性饉で,その応用範囲をさらに拡大し好評を博

1している｡

(1)概 要

SEM-252型,253型無線機は送 出力25W通信周

被数148-157Mcの水晶制御超短波周波数変調無線電

諸装置で,標 便悶状態は第33図および第34図の通りで

主要機器の寸法,重量は第3表の通りであり,第3咽お

よび第3`図に機器の外観を示す｡

SEM-252型可搬局同装置は交流100または200V電

源を使用してその電力消費量は受信特約250VA,25W

送信時約330VAである｡

SEM-253型移動局用装置は6V蓄電池電源を使用し

て受信時24A以下,25W送信時45A以下の電流を

必要とする｡

第33図 SEM-252型150Mc-FM寮卜繰電話装置

系統図

Fjg･33･SchematicDiagram
of TypeSEM-

252,150Mc-FM Radio Telephone

Equipment

第 3 表 機:器 の 寸 法 重 量 表

Table3.Dimensions and Weights of

Components

押釦村
バンド亡･り卜

第34図 SEM-253型移動局接続系統図

Fig･34･SchematicDiagram
ofTypeSEM-

253Mobile Station

第35図

Fig.35.

SEM▼252型150Mc-FM無線電話装置外観

Exterior View ofTypeSEM-252,150
Mc-FM RadioTelephoneEquipment

第36図 SEM-253 型 移 動 用 装 置 の 外 観
(左から移動舶憫諷送受信機部,電源部,スピーカー,送受器)

Fig･36･ExteriorViewofTypeSEM-253MobileStationEquipment

(MobileController,Transmitter･ReceiverUnit,PowerSupply

Unit｡SpeakerandHandset,fromtheLeft)
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第37図 SEM-101型移動局装置の外観

(左からスピーカー,送受信機,送受

話器移働用制御器)

Fig.37･Exterior View of Type SEM-101

Mobile Station Equipment(from

the Left,Speaker,Transmitter-

Receiver and Mobile Controller)

第38図 SEM-101型移励用送受信装置の内面

Fig.38.Interior View of Type SEM-101

MobileStationTransmitter･Receiver

Equipment

第39図

Fig.39.

送信機回路構成国

Block Diagram of

Transmitter

(2)特 長

本装置のおもな特長はつぎの通りである｡

(i)送信機および受信機の電気的特性はさきに本誌

上で紹介した通りの高性能で,本邦150Mc帯

FM無線機の最高水準を行くものである｡

(ii)電力消費量は送受信機回路の研究,使用部品の

選定によりきわめて少くてすみ移動用無線機とし

て特に蓄電池の消耗少く通信範囲が広い｡

(iii)送受信機部ほSEM-252塾とSEM-253型と完

全に互換性があり,常時は商用電源を使用して無

線機を固定仮設して使用するが,非常時自動串に

積んで移動通信を行うにはSEM-252型交流電源

部とSEM-253型直流電源部をそれぞれ固定用お

よび移動用電源として準備すれば固定移動に共局

できる｡

SI∃M･101型移動展用150~Mc-FⅡ無線機

現在量産中の50W塾25W型ならびにウォーキート

←キなどは150Mc-FM無線電話回線を稔合的に構成し

て,官公庁,民間会社その他において好評をえている｡

このように150Mc-FM無線回線が発達するにつれて,

小型,軽量,電力消費の少い装置に対する要望が多くな

ってきた｡日立製作所においては,これにこたえて出力

10WのSEM-101塾150Mc-FM無線機を完成した｡

本機は出力管2E26以外はすべてMT管を使用すると

変調入れ

第40図 受信機回路構成図

Fig.40.Block Diagram of

Receiver
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第41図 SEMkO16型150McFM ウォrキp

トーキー外観図

Fig.41.Exterior View of Type SEM･欄16

150McFM Walkie Talkie

ともに回路,部品などに改良を加え,木体寸法幅326mm

X奥行484mmx高さ240mm本体重量29kg という

小型化に成功しかつ電力消費を非常に少くした｡また各

種用途の移動局として使用せられるものであるから特に

防震脚についてほ注意を払い,特殊構造を採用Lたもの

で防 効果が非常に良好であるとともに,その寿命もき

わめて長くなった｡

第37図および第38図にその外観および本体の内部構造

を示し,第39図および第40図に構成を示してある｡

本磯のおもな電気的性能はつのぎごとくである｡

周 波 数 帯…‥.‥148-170Mc碍の一波

送 出 力………………‥10W以上

最大周波数偏移……±15kc(変調周波数1kc)

受 信 方 式‥二重スーパ←ヘテロダイン方式

受 信 感 度 受信機入力(75n)0.5/1Vで

S/N15db以上

低周波出力….1.5W以上 歪

電 力 消 費

受信待受時‥‥..

受 信 時.‥‥

….6V

‥.6V

送 信 時…………….6V

10%以下

20A以下

21A以下

26A以下

SEM-016塑150Meウォーキートーキー

この無線機は150Mc-FM無線回線の一環を構成する

もので,出力300mWの携帯用無線機である｡150Mc-

FM無線回線の実用化が進むにつれて,この種の′ト塾携

帯用無線機の需要ほ急速に伸びてきたのであるが,真空

管その他困難な問題があって実用化に至らなかった｡日

立製作所においては早くからこれに対する研究を続行し

て,実用化の確信をえ,製作を開始し電力会社で既設の

150Mc-FM通信回線にリンクして実用せられ,非常な

好評をえている｡

第4】図ほ本機の外観を示し,第42図は送受信機の配置

を示し,第43図は蓄電池電源部を示している｡

第42図

Fig.42.

送 受 信 横 内 面

Interior View

Receiver

of Transmitter

第43図

Fig.43.

電 源 部

Interior View

内 '面

of Power Source

第44図 送 信 機 回 路 系 統 図

Fig.44.Block Diagram ofTransmitter

/.オ〟 〟J材､アブ∠ =

第45図 受 信 機 回 路 系 統 図

Fig.45.Block Diagram of Receiver
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(1)主要な電気的性能

周 波 数 帯……….148～170Mc間の一波

送 信 出 力‥.... 0.3W以上

遁 倍 数………………….24逓借

受 信 二古 式 2重スーパーヘテロダイン方式

感 度 受 入力2/`Ⅴ(75Q)でS/N

15db以上

:｢二∴､こ｣.■､

送 信 時…………1.5Vl.2A 以下

90V 60mA以下

受 信 時…………1.5V O.8A 以下

90V 40mA以下

特 長

使用真空管ほ第44図および第45図に示すごと

く1AD4,CK-5678のサブミニアチュア管およ

ぴMT管を使用している｡

うー′ニ

第47図

UXF-011型マイクロ

ウエーブ装置

Fig.47.

GeneralViewofType

UXFpOllMicro･Wave

Equipment

(b)電源は蓄電池電源,乾電池電源のいずれにも取.

換え使用可能で,各場合における無線機の大きさ

および重量は下記の通りである｡

蓄電池電源……….2V28AH蓄電池使凧

大きさ‥‥幅262×奥行120×高さ275mm･

総重量 …….‥ 8.5kg以下

乾電池電源……….1.5V90V乾電池使用

大きさ….幅262×奥行120×高さ260mm

重量………………….6.5kg以下

(c)無線機全体が防滴型にできているので雨中でもi

使用可能である｡

6,000M二eマイクロ波通信装置

我国でもマイクロ波多重通信装置が電々公社を始め電｡

力会社,国 などで使粍されるようになったが,これら

ほすべて通話路数の多い幹線通信用で,このほかに局地_

通信用として電話,テレビ中継,遠隔測定,遠隔監視制8

電
詣
邑

ニ

第46図 UXF-011型マイクロ

ウエーブ綜合系統図

Fig.46.Schematic Diagram▲

of Type UXF-01L

Micro･WaveSystem_

第48因

UXF-012塾マイクロ

ウエーブ装置

Fig.48.

GeneralViewofType

UXF-012 Micro-Wave

Equipment



通 信 装 置 151

御などに使用する装置の要望も盛んになりつゝある｡こ

の用途に適したものとしてすでにUXF-011塾,UXF-

012塾を完成しているが,これらの特長としてつぎの点

があげられる｡

(1)所要回線数や伝送特性を満足する範囲で装置の

簡易化,小型化を計り,無線部,端局部,制御監視部,

電源部などのすべてを一鉄架内に収容する｡

(2)クライストロン送信管を局部発振管に共用する

ことにより,マイクロ回路が簡単になり,運転費の大き

な部分を占めるマイクロ波用真空管補充費を減少させる

ことができる｡

(3)使用国渡数帯を6,000Mcとしたため反射板の

使用が可能となり,見透不能の地点間の通信も無鏡電中

継により行うことができる｡

UXF-011塾マイクロ波無線装置仕様概略

送受信周波数 6,575～6,875Mcの範囲におい

て45Mc離れた2周波数

変 調 方 式…………….FM-FM方式

マイクロ波真空管 反射型クライストロン2K26

信号対雑音比 直径2m のパラボラ空中線を

用いた場合100km まで50db

以上

副搬送波周波数……….160-360kc間の6波

形状および大きさ 幅520×高さ1,500mmの鉄

条に収容

所要電源入力……………………300W'

UXF-012塾は,これも送信所の遠隔操作用に示した

もので,変調方式がAM-FM方式で,幅600mm,奥

行550mm,高さ2,100mmの筐体に収容されるのが相

違点である｡

この他に電話6通話路を実装するUXFS-013塑,UX

F-012 の改良型のUXFS-014塾,テレビ中継用のU

TT-011塑,URT-011型などが開発されつゝあり,顧

客の御要求に応じ各方面に活躍するのが期待される｡

超短波中継局用制御警報装置

超短波通信系において自動中継局を介して監視局と移

動局の間の通信を行う場合,諸経費節約の上から｢自動

中継局の無人化｣が要望される場合がしばしばある｡

自動中継局を無人としてこれを監視局より遠隔監視制

御する方式は従来多く有線によるものが行われてきた

が,この場合ほ線路架設の経費が大で,かつ降雪,暴風

雨その他の事故により線路断線のJL､配があったb

ここに紹介する超短波中継局用制御警報装置は従来の

有線式制御方式によらない無線式制御装置であるため,

最低の経費で中 局を無人化できて,しかも通信系杜絶

の危険もきわめて少ない実用的な装置である｡

第49図

B装 置正 面 外観 図

高さ 2m 福0.52m

Fig.49.

Exterior View of"B"

Equipment Dimensions;

2mhigh,0.52mWide

第50囲 無線櫻に実装 さ れたA装置

Fig.50."A" Equipment Installed

Radio TelepllOne Equipment

in

本装置は大別して中継局に設備されるB装置(第49図)

と監視局に置かれるA装置(第50図)とからなり,おの

おのを中継局および監視局の諸装置と組合わせて使用

し,中継局を監視局側において遠隔監視制御するもので

ある｡

木装置は自動可1継局の無人化に対して最適の性能を備

えたもので,将来の活躍を期待されている｡

エ業用テレビジョン

戦後米国においてテレビジョンの工業的利用が盛んに

行われているが,我国においても主として電力会社で発

電所の遠方監視用として用いられるようになり,さらに

今後は単に工業用としてのみならず,達斡,医学,教育,

商業,事務管理など各方面に広く用いられる気運にある｡
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第51国 力 メ ラ ノ､ ウ ス

Fig.51.Camera House

第52図 TIC-1型ビデ=ユ ン カ メラ

Fig.52.Type TIC-1Vidicon Camera

算｢53図 TIE-Ul塑

送像装置

Fig.53.Type TIE-

UI Trans･

mitter

第54因 TIE-Ul型

受像装置

Fig.54.Type TIE-

UIReceiver

日立畢作所においても夙にこれが研究を行い,現在ま

でに北海道電力砂川火力発電所,中国電力明塚7k力発電

所の工業用テレビジョン装置を完成納入した｡

砂川発電所納入のものは監視要素としてボイラ炉巧監

視,ボイラ水面計監視お.よび煙突の煙監視の三つがあり,

カメラはそれぞれ適当位置に設置し,監視装置(モニタ

または受像機)は中央制御室の配電盤内に収容,この間

をカメラケーブル で冷 する｡各部の 整ほすべて制御

卓において遠隔制御できるようになっている｡炉内監視

用カメラ前面には水冷,空冷共用の冷却装置をつけカメ

ラを保護するようになっている｡

明塚発電所蘭入のものはダム取入口附近の状況を配電

盤室において監視するもので,この間2kmを特に減衰

量を小さくした特殊同軸ケーブルにより高周波に変調さ

れた映像信号および制御信号を伝送する｡取入口の各部

を見るためのカメラ(第52図)ほ回転しうる機構とし,夜

第55図

Fig.55.

バイブレータ電源JPP-114/VRC-3

Vibrator Power SupplyJPP-114/
VRC-3

第56図 携菅無線機JSCR-300とバイブレータ

電源JPP-114/VRC-3との組合せ

Fig.56.Connection of Vibrator PowerSup-

plyJPP-114/VRCr3
to Radio Set

JSCR-300
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間の監視を行うため投光器2基で照明を行う(美声咽)｡

レンズの焦点, り調整およびカメラ回転その他の制御

ほすべて配電盤室より行える機構になっている｡

第53図および第54図は送像および受イ 置を示す｡

なお以上のほか工場の作業監視,医療用,数育用など

の用途に使用する携帯型装置についても製作を進めてお

り,需要者各位の御要求を十分満足しうることゝ信ずる｡

バイブレータ電源

防衛庁より携帯無線機JSCR-300,韓禰無線機JSCR

-619,JSCR-608を大量受注し,これらと同時にパイプ

レ←タ電源JPP-114/VRC-3も納入した｡

バイブレータ電源は携帯無線機を幸衛に搭載する場

合,電源として乾電池の代りに軍輔附属の蓄電池を使用

して,バイブレータにより安定な送受信機用電源をうる

装置である｡

東電源装置ほパイプレ←タと特殊な飽和変圧器を組合

せて二次側に安定な送信高圧,受信高圧,絨条電圧を取

出し,無視磯に供給するようになっている｡一次例の電

圧は6V,12V,24Vの3段に切替え可能で,いかなる

亭鞠にもスイッチの切替のみで使用可能のごとくなって

いる｡

しかも車禰用電池を使用する関係上,フローテンダに

よる電池電圧の大幅の変化に対しても,また送信時,受

信時の出力電流の相当の変化に対してもきわめて安定な

出力電圧が供給されるようになっている｡

通 信 機 用 機 器

Parts for Communication Equipment

日立製作所においては通信機を構成する機器の技術向

上こそ通信機の品質を決定するものであるとの見地より

戸塚工場を中心に,関係工場,研究所の綜合技術を生か

して現用機器の性能向上に,新機種の開発にカをそそい

でいる｡

交換機用部品では,世界の先端をゆくクロスバースイ

ッチの開発に努力し,ついに国産第一号機の試作に成功

しキ｡量産に至るまでにまだ多くの問題を残してはいる

が,クロスバ←スイッチ特有の多くの利点は遣應なく発

揮しうるものである｡このスイッチを用いた小自動交換

機の制御には28年度に開発した双子接点塾のTUA形

継電器とともに,これに連綬復旧特性をもたせたTY形

.継電器を開発使用し,所期の目的を達することができた｡
これらを用いたクロスバ←式交換機が実際のサ←ビスを

銅始する日も遠くないことと思う｡

現用交換機用部品も幾多の改良を加えたが,その一部

の構造を改良して双子接点水平形継電器(ZRD形継電

着賢)および特殊ロータリ･スイッチを実用化した｡前者

ほ現用7k平形継電器のバネの先端を二股に割って双子接

点とすることにより 挨による障害を激減するととも

に,カード駆動機構によって長寿命化をほかったもので

あり,後者は硯用ロ⊥ダリ･スイッチの弱点を強化,構

造の一部を改良することによって約5倍の寿命をえたも

ので,両方とも民間各方面に納入し好評を博している｡

八木アンテナ株式会社を通じて,広く各種の需要に応

じている空中線はテレビジョンの普及とともに生産も上

昇し,増大する性能上の要求に応じて種々の新機竃も開

発した｡

MP蓄電器も量産化の段階に入り,戸越コニ場の

質管理により安定した製品を生産し,搬送装置を始め種

々の装置に使用して好成績を収めている｡

可塑性樹脂によるインジェクションモドルド製品

は,その応用分野がますます増大し,その特長である軽

量,強扱な製品を短時間のうちに多量に生産している0

サトミスタの特性が均一化されるにつれ,有線,無線

を問わずその特長を利用した種々な目的に使用され,各

方面の注目を浴びている｡

移動用無線機電源としてのバイプレrタは量産の段帽

に入り,徹底した品質管理により,性能の安定化につと

めている｡さらに新しく交換機用 号電源としての用途

もひらけ,この方面でも需要家各位の御好評を博した｡

クロスバースイッチ

我国で使用している自動交換機はストロージャ式とジ

←メンス式であるが,米国およぴスコL･-デンでは最新式

の自動交換機であるクロスバー式を採用している｡我国

でも近くクロスバー式を採用しようとする気運にあり,

日立製作所においては昭和15年にクロスバースイッチ

の試作を行ったが,さらに暗和28年以来この交換機の研

究試作を行っている｡なかんずく接続機能の主体をなす

クロスバースイッチについては,他社に先んじて2回の

試作を完了し,一応実用に供しうる見通しをえたので試

作品を電々公社,電気通信研究所長のもとに碇出した｡

完成したクロスバースイッチの写真を第57図に示す｡

このスイヅチはセレクティングマグネットによって選ば

れる10列の7k平路とオン-ルデイングマグネットによつ

第57図

Fig.57.

ク ロ ス ′ヾ･- ス イ ッ チ

Crossbar Switch



154 昭和30年1月 日 立 評 論 第37巻 第1号

て選ばれる20列の垂直路の任意の交叉点に接続を完成

する機能をもっており,ストロージャ式などに戟べつぎ

のような利点を有している｡

(1)接続時間が非常に速い｡これは大都市通信網を

構成するためには必要不可欠の条件である｡

(2)ワイパとバンクコンタクトのごとき摺動する部

分がないのでほとんど磨耗することがなく寿命が

きわめて長い｡

(3)使用中にほとんど事故がない｡したがって保守

が簡単である｡

日立製作所において完成したクロスバースイッチの構

造および性能の概略はつぎのとおりである｡

(1)高さ約別5m皿,長さ約785mm,重量約25

kg

(2)接続交叉点10×20=200,各接続点ほ6組の

双子型メーク接点を有す｡

(3)動作時間 セレクティングマグネッ†

25～28ms

ホールディングマグネット

18～24ms

(4)寿 命 現在200万回動作を完了したが事故

なく,なお継続中である｡

以上のとおりであって,概ね米国製品に近い成績をお

さめており,なお引続き改良を行っている｡

TY形継電器

28年度に電話交換機問継電器のバネの先端を二股に割

ったいわゆる双子接点型継電器として,TUA形継電器

を製作,保安隊用交換機その他に使用して御好評を博し

たが,今回日立製作所において新交換方式として世界各

国で研究中であるクロスバー交換機を試作するに当り,

このTUA形継電器を全面的に使用することとなり,こ

れに遮綬復旧特性をもたせたTY形継電器の製作に成

功した｡

交換機回路は継電器の動作復旧の時間差を利用して各

第58図 TY 形 終 電 磯

Fig.58.TY Type Relay

種の複雑な機能を滞すのであって,TUA形継電器が通

常5-30ms で動作復旧するに対し,TY形継電器ほ

用途に応じて30-500msの復旧特性を有するもので

ある｡

その構造は丸棒鉄心の上に種々の厚さのアルミニウム

またほ銅のスリーブをかぶせ,その上に巻線することに

より,磁束の急激な変化を防いでいるのであるが,とく

に,接極子の鉄心に対向する面を球面状に突出すことに_

より磁気抵抗のバラツキを少くし,したがって復旧時間

のバラツキを非常に少くしたのが大きな特長であって,

従来の継電器に比し,そのバラツキは半分以下となって

いる｡

現在米国においても,クロスバー交換局の継電器は,

UA形およぴY形継電器が使用されているが,日立製作二

所においては業界にさきがけて試作したクロクパ←スイ

ッチを制御するのに,このTUA形およぴTY形継電器二

を使用して,優秀な特性を有する小自動交換機を完成し

たのである｡

今後新交換方式の検討にあたりTUA形継電器ととも

にTY形継電器が実用化されたことは大きな意義を有す▲

るとともに,広く私設交換機,搬送装置,電力会社など

の御需要にも応じうるものと思う次第である｡

双子接点水平形継電器

一般に種々の電気回路の制御に継電器を使用する場合

その周囲の必要条件に応じて最も適した継電置を選ぶこ

とが必要である｡

第59図

Fig.59.

第一60図

Fig.60.

双子接点水平形継電器ZRD-2000形

Twin Contact HorizontalType

Relay,Type ZRD-2000

双子接点水平形継電器ZRD-4000形

Twin ContactIlorizontalType

Relay,Type ZRDL4000
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第 4 表 ZRD 形 継 電 器 仕 様

Table4.Speci丘cations of ZRD TypeRelay

品 名 謹一三買
柁∴抗
(ガl

盛勤電流
(侃す)

バネ鳥且合 記 事

Zノ抄-.獄〝

十∵

㊥
十∵

彫 ∵

/スロー

オペレート
Z7〝〟で

.〝～ガβJ
Zスロー

レリーズ
?似で

ノ汐へ感触J

J接突
脱ご〝

組合世

双子接点7k平形継電器は主としてA形自動交換機に用

いられる水平形継電話を接点障害の防止,接点圧力の安

定化,保守の容易化,長寿命化の見地より改良した継電

器で品名をZRD形継電器とい-ゝ,その南造を第59囲お

よび第`0図に示す｡また種叛ほ水平形継電器における

221～224形および長接極子の247,248形に相当する各

種扇がある｡

その特長は可動バネをT形固定バネをL形とし,各バ

ネには2箇ずつのクロスバ←接点を取付け,一つの回路

の開閉を2組の接点で行うため接点の接触不良障害は従

来の継電器に載べていちぢるしく減少する｡′1'形にした

可動バネの二つの接点は産挨障害を防ぐため十分な独立

性を有し,また調整が容易なよう考慮してある｡バネの

駆動方式はプッシング駆動方式をカード駆動方式に改

め,可動バネにあらかじめ張力を与えておき,接極子が

動作するとカrドが移動してこれによって定点圧力を得

る構造としたため接点圧力が安定であり,長年月の使用

による接点の消耗に対しても接点圧力の変化の割合は非

常に小さく保守はきわめて容易となる｡

日立製作所でほ双子接点継電器の要求に対し本格的な

研究生産を行い,すでに納入された各種類ともその高性

能と安定性に好評を博しているが,さらに高度の要求に

応ずるよういつそうの努力を続けている｡

第4表にZRD形継電器の土様の一例を示す｡

特殊ロータリスイッチ

ストロ←ジャ式自動交換機iこ使用しているロ｢-タリス

イッチ(第`1図その1)の寿命ほ約30万回の回転動作

に堪える程度である｡この程度の寿命は加入者用ライン

スイッチとして使用する場合は十分であるが,二次ライ

ンスイッチまたほ自動即時レビータとして使F冒する場合

･は不十分である｡日立製作所においてはこれらの用途に

適するロrクリスイソテの研究を行っていたが,この程

100万回動作に堪える特殊ロrタリスイソチの研究を完

成した｡その構造外観を(第`咽その2)に示す｡改良

の要点はつぎのとおりである｡.

(1)ワイパおよびバンクコンタクトの材質は黄銅板

をリソ青銅板に変更して磨耗を著しく猿少するととも

その1現用ロータリスイッチ

No.1.Pressure Type

Rotary Switch

その2 樽殊ロータリスイッチ

No.2.SpecialType

RotarySwitch

第61図 ロータリスイ ッチ

Fig.61.Rotary Switch

第62因

Fig.62.

環用ロータリスイッチのワイパ軸構造図'

Schematic Diagram of Wiper Shaft

of Present Type Rotary Switch

に,先端を分割式として接触を従来のものよりも良好に

した｡

(2)インタラブタ･スプリング･ブラケットを長く

し,その下端でベアリングピンをフレームの軸受孔に圧

着するようにした｡これによってベアリングピソが使用

中に回転することを防いだのでほとんど

なくなった｡

托することか

(3)ポールの材質は洋白を特殊鋼に変更して磨耗を

防いだ｡

(4)アーマチュアのベアリング孔部にはブッシュを

入れて耐磨耗性を向上した｡

(5)レスタリング･スプリングは板ばねをヘリカル

型とし,かつ使用応力を下げて折損および疲労による圧

力低下をなくした｡

(6)･ワイパ軸部分の構造は,現用のものほ第`2図に

示すようにフレームの両側面にべアリソグ･スクリュー
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#

フレーム

ベアリンクヒ

ナット

ペアリンクニ

ワイパ紬組

搾

第63図･特殊ロータリスイッチのワイパ軸構造図

Fig.63.Schematic Diagram Wiper Shaft of

SpecialType Rotary Switch

をネジ込み,挿入されたワイパ軸全体が回転する構造で

あるが,改良のものは第占3図に示すようにワイパ軸は円

筒状とし,その孔部に挿入されたベアリングピンをベア

リング･スクリュとナットでフレ←ムの両側面に固定す

る構造とした｡これによってつぎのような利点をえた｡

(i)フレ←ムの両側面がベアリングピンの段部に圧

着して固定されるので,ワイパ軸の入る内側寸法

が正確に決定される｡･

(ii)フレームの両側面がベアリングピンによって柿

強されたので使用中に変形することがなくなつ

た｡

(iii)ワイパ軸の孔の内面とベアリングピンの表面と

の接触部に十分な軸受面積がえられるので著し.く

磨耗を減少した｡

以上の改良によつで性能ならびに寿命が著しく向上

し,100万国無事故使用のロータリスイッチの研究を完

成することができた｡

ア ン テ ナ

空中線は無線通信電波の空中の掘射と空中よりのピッ

クアップを司り,その能率のいかんほ通達距離明瞭度を

著しく左石する｡

このゆえに近 線通信の発達に伴って,空中線の開

発研究が大きく要望されてきたのである｡

この見地から日立製作所は八木アンテナ株式会社と協

力して開発に当り,通信用,TV用各種の空中線を生産

している｡最近一年間に見られる贋著な傾向は,空中線

に対する要求が次第に高度化してきたことであって,通

信用においては,その前後比に対してきわめて高度の要

求がなされたものとして第糾図に示すごときコーナーリ

フレクタ付の空中線が生産され,さらに超広帯域空中線

の要望もあり現在研究試作を進めている∴移動用のもの

も昨今ほ相当遠距離でも使える第`5図に示すような組立

第64図 ⅤVCl-1001型コーナーリフレクタ

空中線

Fig.64.Type VVCl-1001Corner Reflector

Antenna

第65囲

Fig.65.

可搬型組立式三素子八木空中線

Portable Three Elements

Vertical"Yagi=
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式可搬のものが要求されるようになってきた｡その他同

時送受諸方式において,相互の干渉を防ぐために同軸型

フィルタと組合せられ,特にインピ←ダンス整合の良い

ものを要求されるなど最近の通信用空中線の要求仕様ほ

非常に高度化されてきている｡

第66図

Fig.66.

VYS4-10001型複合大葉子

八木空中線

Type VYS4→10001Stacked

Six Elements"Yagi"

第67図

Fig.67.

VY5-10501型七素子八木空中線

Type VY5LlO501Seven Elements

"Yagi"

第68図 VYS5-10501型複合七素子八木空中線

Fjg.68.Type VYS5-10501Stacked Seven

Elements"Yagi"

TV用についてもまったく同様の状況で,最近のTV

の普及化に伴う極微電界用空中線として第朗固より第一9

図に元すごとく六素子,七素子,八素子の一段のもの複

合形式のものなどが生産された｡前後比の良好なものと

してコーナーリフレクタ付のものも逐次生産に移され,

第1チャンネルから第6チャンネルまで1本で良好に受

像できる空中線として第70図のごときフアン型アンテナ

も量産される運びになった｡

現在開発中であるが,強電界地区における室内用空中

線も従来の市販品とは若干趣を異にしたものを計画して

おり,近く製品化して市場に出す予定である｡これら高

度化された要求を満すべく第7咽および第7咽(次頁参

照)のごとく試験設備を新設し,短時間に正確な測定を

行えるような万全の体勢を整えている｡この設備の概略

第69図 VCR-10500型コ′-:㌢-ワフレクダー

空中線

Fig.69･Type VCR-10500CornerRe丑ector

Antenna

第70図 TV受像用仝チャンネル空中線

Fig.70.AllChannelT･V･Antenna



158

【
.
∴

‥
.
r
-
㍉

日

-
ヽ

､

約〝粛

第71図

.Fig.71.

(誓完ぎ妄言讐近い朋J
テレビジョン空中線測定系統図

Schematic Diagram of T.V.

Antenna TestingPlant

第72図

Fig.72.

テレビジョン空中線測定装置概略図

Side View of T.Ⅴ.Antenna

Testing Plant

第73図 空中線試験装置受信用ヘリカルビーム

空中線

Fig･73･Receivlng HelicalBeamAntenna,

for Antenna Testing Plant

は木誌別冊第6号｢通信機特集号｣に述べてあり,いず

れその 細を報告する機会をえたいと考えている｡

第`咽コトナ←リフレクタ空中線も本試験設備上に設

置したもので,このような大きな寸法(4×2×1.5m)の

空中線も楽々と旋回試験できるため,きわめて能率的に

l

高温ワリクス含渡
l＼l

】

末 匹 フ > 渡 蜘

｣

〟 β Zク 〝 ♂ 〟㌧汐∬胡1汐 ガ 彦1
i急 信 (r)

第74図 静 電 容 量 温 度 特 性

Fig.74.Temperature character｡f

Capacitance

第75図

CA-355MPコンデンサ

Fiぎ.75.

CA-355MP Capacitor

第76図 分配機用MP=Iン デン サ

(左柳従来の紙コンデンサ,右側MP

コ:ンヂンサ)

Fig･76･MP Capacitor for Distributor,

Ordinary Paper Capacitor(Left)

and MP Capacitor(Right)

正確な測定を行うことができる｡

第73図ほ第7咽に京す受信用ヘリカルビームアンテナ

の外観を示したものである｡

MPコンデンサ新分野の開拓進む

MPコンデンサはおもに有線,歓送および無線の通

機用苦に品とLて軌､られてきた｡現在最も大きい 途ほ

電源澤波回路円,直流阻止用,側路用などに使用されて

おり,標準品として箱型,筒型の二種 につき標 型を

決定し量産を行い,その静電容量は0.05〃Fから数百

〃Fにおよび,装置小型化に不可欠のものとなっている｡
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しかるに各装置の使用周囲温度条件は低温側は-30

¢Cくらいより高温側に範囲が非常に拡がる傾向にあり,

土れに順応すべく,従来の低温石油系含浸剤につき再検

討を行い,上記条件を満足するよ■う新しい含浸剤とMP

コンデンサに対する適応性を考慮し,研究を進めた結果

第74図のごとき優秀な特性のMPコンデンサの完成を見

た｡そわ結果性能ほ防衛庁SSS規格を十分満足するもの

となった｡

また従来試験電圧は0.012mmのコンデンサ･ペーパ

1枚を使用し,直流500Vであったのが,現在は量産に

おいても優に直流600ヤ以上に向上している｡

第75図はJPA納入のEE-8電話機に使増されている

CA-355MP コンデンサである｡

つぎに新しい分野として交流用に使用される2,.3の

例を挙げる｡

第7古図は自動専用点火栓の分配機に使用されるスパー

ク,クエソチ用のもので,その使用条件は第5表の通り

である｡

日立蟹光灯に使用されるMPコンデンサには力率改喜

用と共振用の二種類あるが,その使用条件および規格は

第`表の通りである｡

このほか電動機の進相用など各種各様の用途が開発せ

られつゝある｡

インジェクション成型品

(1)電話用送受器のインジェクション成型品

29年度における最も注目すべき成果である電話用送受

器のインジュクショソモールドほ,日立製作所技術の結

集によるものである｡

従来,このものほ熱硬化性樹脂を用いてコンプレヅシ

第 5 表 分配機用MPコンデンサ規格

Table5.Speci丘cation of MP Capacitor

for Distributor

静 電 容 五重:0.22ノjF ±10%

絶 縁 紙 洗:常温2,000M鳥.以上 油申80¢C2時間 50MQ

以上

絶 縁 耐 力 常温1,00∩V D.C.1分間 油中800C2時間
700V D.C.1分間

損 失;1%以下

第 6 表 螢 光 灯 用 MP

Tabie6. Specification of MP

ヨソ成型法あるいはトランスファr成型法により成型さ

れていたが,成型品が重く,折損Lやすいなどの㌍題が

あり,この解決ほきわめて重 なことであった｡

今回,全自動化作業によってインジュクショソモール

ドすることに成功したことは劃期的な成果であると思

う｡

第77図および第78図は,このようにして作られた電話

用送受器の外観を示したものでつぎの特長を右してお
る｡

(i)

(ii)

(iii)

蜜量であること｡すなわち従来のものの約1/2

の重量である｡

強敵であること｡従来のものの約10倍強敬な

材料を用いており,落下しても絶対に破損しない｡

長期間使用しても芙麗な光沢を有しておるこ

と｡

第77図

Fig.77.

インジェクションモ･/レド

送受器

話用

Injcction Molded Telephone

Handset

第78図

Fig.78.

コ ン ヂ ン

インジェクションニ已←-ルド電話用

送受器

Injection Molded Telephone

Handset

サ 規 格

Capacitors for Fluorescent Lamps

50∩レ

50′~し

50へ′

50′＼.
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第 7 表

Table7.

特 性

日 立 評 論 第37巻 第1号

各種成型 品

Characteristics

Materials

区 分 7エノー

材料 の 諸特性

Of Plastic

貯酉吾酸セ

ルローズ

24時間 吸水率 (%)

引張り強さ(kg/cm2)

曲 げ 強 さ(kg′/cm2)

常態衝撃鎖さ(kg-Cm′/cm2)

老化鮒瑚さ(k誉諾/)
常態体積固有抵抗(M由一Cm)

耐要異変 形 温 貰 (OC)

誘 電

●～

率(IMc)

率(IMc)

0.9

1,130

900

2.7～4.0

1.3-2.5

50×105

40-150

1.5 1.3

550 け05-210

55×106｢4.3×107
65

3.2-6.0

ポリ三弗

化壊化エ
チレン

0.002

320～400

590

35.5

34.3

1.2×1013

(5,5謂200以上
3.4

0.01-0.04 0.04

2.3

0.004

以上のように性能のすぐれた送受器をインジュクショ

ソモールドで完成したことほ,電話機の発展に一段の貢

献をするものと期待している｡

(2)ナイロン成型品の量産化

通信機器におけるナイロ∵ンの諸特性,特に耐摩耗性ほ

きわめて大きな役割を占めており,日立製作所も数年前

よりこの方面の研究を行ってきている｡その成果がが完

成し,最近第79図のごとき小型歯 !ユ〉 軸受その他の量産

化を行い,通信機の寿命を数倍ないし数10倍長くする

ことに成功した｡

なお第7表にこの材料の諸特性を他のものと比戟して

示した｡

(3)弗 系樹脂成型品

通信観器特に日立製作所無線機器の発展とともに,耐

熱性,耐湿性および高周波特性のすぐれた合成樹脂絶縁

物として弗素系樹脂が注目されていたが,今回ポリ三弗

化塩化エチレンをこよる無線部品の成型化が完成し,機器

の特性向上に寄与している｡

第80図にポリ三弗化塩化エチレンで成型した部品の外

観を示し,また第7表にその特性を比華Lて示Lた｡す

なわち東成型品がますます今筏の無線機器の向上に役立

つであろうと推察される｡

サ ー ミ ス タ

サーミスタほ従来主として有線および無線の通信機部

品として用いられてきたが,その安定度の向上に伴い温

度計,真空計,ガス分析計,水位計その他にも用

拓されるようになった｡

通信機周サ←ミスタの新製品にはつぎのごときものが

ある｡

(1)B-5A(直熱塾)

これは冷却時の抵抗変化を利用するサ←ミスタで第81

図の特性を持っている｡

(2)B-4Ⅰ∋,D-4B(直熱塑)

これらほ交換機リレー回路の動作遅延を目的として製

造したもので,その特性ほつぎのごとくである｡電源電

圧はいずれも48Vである｡

リレー感動
サーミスタ 電 流

B-4B 15mA

D-4B 9mA

リレー抵抗

2,000n

ユ,650Q

J〔E牡吋｣日J

(0～400C)

0.4～2s

lO～40s

遅延時日

(3)TS-R2(直熱塾)

手動交換機リレー回路の誤動作防止用として電々公社

において規格化されたもので,つぎの特性を持つ｡電源

電圧は24Vである｡

第79図

Fig.79.

ナ イ ロ ン 部

Injection Molded Nylon Parts

第80図

Fig.80.

〃

(
箋
)
雲
聖
上
-
ゝ

ポリ三弗化塩化エチレン成型品

Poly-ChlorotriAuoroethylene

Molded Products

♂ ノ汐 a7

8弄 問 (朴)

第81図 B､5A の 冷 却 特 性

Fig.81.Cooling Characteristics of

Type B-5A Thermistor

ヽ･ヽ



通 信 装

リレー感動
周囲温度 電 流 リレ←抵抗

0±lOC 50mA

40±20C
lOmA

(4)HN-3E5(慣熟聖)

300n

300n

遅延時間

リ秒以下

り秒以上

従来搬送電話の自動利得調整装置にほHN-3A4が用

いられていたが,その後ヒータの構造,サーミスタ材料

その他の研究の結果,HN-3A4と互換性があり,しか

も伸長率が40%高いHN-3E5を完成した｡第8表に

その規格をHN-3A4と比較して掲げた｡代表的なヒr

タ電流 ピード抵抗特性は第82図のごとくである｡

(5)H≠ト3G4,HN-3G5(情熱型)

この両者も自動利得調整装置間に設計したものでHN

-3A4 と同じと←タ電流で動作するにもかかわらずヒー

タ抵抗が165出であるから消雪電力が2/3となってい

る｡したがって制御電力が不足な回路に戸机､て高性能を

発揮する｡規格を第8表に示した｡ヒータ電流ピード抵

抗特性を第82図に示す｡目下HN-3G4,HN-3G5 と

互換性があり,しかも伸長率がH心ト3E5 と同程度の

HN-3H5,HN-3H6の 作を行っている｡

(6)サ←ミスタ温度計

サーミスタは温度によって抵抗値が著しく変化し,室

温における温度係数ほ-4%にも達する｡この性質を用

いれば精密な温度計ができる｡サーミスタは非常に小さ

くすることができるので,サ←ミスタ温度計の探針をき

わめて小さくまた可控性を持たすことができることと

度の点で抵抗線望温度計よりすぐれている｡また冷点が

不用であることと 度の点で熱電対塑よりほるかにすぐ

れているから,比戟的低温領域の温度計としてほ理想的

なものである｡サ←ミスタ温度計としてほ -10-500C

の間を1/100Cの精度で測温できるものができ,また体

温計用として35～440Cの範囲で1/500Cの精度のもの

もある｡

通信機用バイブレータ

移動用無線機電源,私設交換機信号電源に最も適して

第 8 老 僕熱型 サ ー

Table8,Specifications

Thermistors

ス タ の 規格･

OfIndirectly-Heated
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第82図 傍熱型サーミスタのヒータ電流

ピード抵抗特性

(a)HN-3A4,3E5

(b)HN-3G4,3G5
Fig.82.:Heater Current,Bead Resistance

Characteristics of Indirectly-

Heated Thermistors

欝83図 ONMZ-48 バイプレー･タ

Fig.83.ONMZ-48Vibrator

いる通信機用バイブレータについては,すでにたびたび

発表したが(本誌Vol.35No.1p･156,1953,Vol.35

No.2p.43,1953,Vol.36,No.1p.161,1954,通学

誌Vo】.37No.2p.133,1954)御好評により,各方面

の要求に応じて,その後多くの新しい型式が製作された

ので第9表(次頁参照)に紹介する｡これらほいずれも各

方面に実用化され,優秀な特性を発揮しつつあり,いま

や発電機電源に代るものとして,大きくクロ∴-ズ･アッ

プされている｡日立製作所においてはバイブレータの量

産化に伴い生ずる多くの問題を険討中であり,種々の製

作冶工具,険査設備を整備し,他の機器で成果をあげて

いる徹底した品質管理により,さらにいつそう安定した
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品質の製品を迅速容易に製作するように努力するととも

に,中央研究所など社内関係部門と協力して根本的な研

究も続行中であり,戦前,戦争中に見られた不安定な従

第 9 表

Table9.

日立型名

SSLZ-6

ONL8-6

0NL8-12
0NL8-24

OSLT-2

SNLX-6

ONMZ-48

顧客品名

SSS-VB-1

(防衛庁)

JVB-13A

(防衛庁)

JVB-8→A

(防衛庁)

入力定格,出力定格

6V 5Al

12V 3Aヲ

6V 5A

12V 3A
24Vl.5A

2Vl.85A

6Vl.1A

12VO.85A

48V

6V 7A

12V 4A
24V 2A

D.C.150V

130InA

D.C.150V

130mA

D.C.95V

180mA

D.C.2.2V

l.5A

A.C.100V

40mA

D.C.150V

90mA

第37巻 第1号

来の国産バイブレータにとってかわって安定,高性能な

日立パイプレ←タの製作に絶えざる努力をはらってい

る｡需要家各位から御批判を賜れば幸甚である｡

バ イ ブ レ
ー タ 特性一覧表

Speci丘cations of Vibrations

周波数

115′ヽ.

(±10ハし)

115へ.

(±10～)

115′ヽ

(±10へ一)

115′し

(±10へ.)

25へ.

(±5′し)

180()

(±5〔し)

新作方式

註解駆動

同期型

開放駆動

非同期型

開放駆動

同期型

罷韓蔓亘新

非同期型

開放駆動

非同期型

短輯駆動

二･●∴､

寸
法:(遠呈ソケ雪ト)

L=95.5

J=92

D=3坤

L=85

J=71

D=38カ

L=85

J=71

D=38め

L=85

J=71

D=3錮

L=95.5

J=82

D=38¢

L=95.5

J=82

D=3瑚

接続図 用 途

A

接
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